
第 8回 PBL グランプリ本選会 各団体の総評 
 
■地域子育て支援（子ども家庭支援論より）【ALL OF THE 第三部 3 年生】 
地域住民と連携しながら子育て支援活動に取り組み、現代的な地域課題に真正面から向き
合った点を評価する。特に、地域との関係構築に積極的であった点は意義深い。一方で、
学生間における認識の共有や情報整理に課題が見られたため、今後はチーム内の連携をよ
り一層強化することが望まれる。 
 
■加古川てらこや 2025事業【兵庫大学加古川てらこやプロジェクト】 
全国のてらこやネットワークと連携した学習支援活動を展開し、継続的に改善を重ねてい
る点を高く評価する。コスト意識を持ちながら課題を分析し、次の取り組みへとつなげて
いる姿勢から、学びの深化が明確に感じられる。 
 
■兵大メダカを活用した外来種啓発出張授業【兵庫大学ため池研究所】（★グランプリ） 
地元の絶滅危惧種である「兵庫大メダカ」の保全とブランド化に取り組み、地域資源を活
かした実践として非常に高く評価する。商標登録など具体的な展開も進められており、教
育的価値にとどまらず、今後の社会実装に大きな可能性を有する点を特に評価する。 
 
■災害備蓄食料をおいしく活かす【栄マネ食品ロス削減推進サポーター's】 
賞味期限が迫った災害備蓄食料をイベント等で活用し、食品ロス削減と防災意識の向上を
同時に図った点を評価する。行政においても課題となっているテーマに対し、実践的かつ
現実的な解決策を提示している点は非常に意義深い。 
 
＜プラチナリーグ＞ 
■健康教室・健康カフェ【健康教室・健康カフェ】 
高齢者の「健康寿命の延伸」をテーマに、骨密度測定や認知症検査、オーラルフレイル対
策の啓発など、日常生活に密着した健康増進プログラムを学生主体で企画・運営した点を
高く評価する。一貫したテーマ設定と実用性の高い内容は評価に値する。一方で、学生が
活動の中でどのように悩み、考え、行動してきたのかという成長のプロセスが資料から十
分に読み取れなかった点は、今後の課題として指摘したい。 
 
■地域活性化ウェディング【学生プロデュースウェディング】（★グランプリ） 
学生が企画から運営までを担う「手作りの結婚式」を長年にわたり継続して実施しており、
地域からの満足度も非常に高い点を高く評価する。教育的価値と地域貢献の双方を兼ね備
えた取り組みであり、本学 PBLを象徴する事業として高い完成度を有している。 
 



■子育て支援 こども大学【子育て支援地域活動（こども大学）】 
大学の施設を活用し、親子が参加できる学びの場を継続的に提供している点を評価する。
学生にとっては、実習前に実践的な経験を積む貴重な機会となっており、教育的効果の高
い取り組みであると認められる。 
 
■なごみカフェ（コミュニティカフェ）【なごみカフェ】 
高齢者の孤立防止を目的とした地域コミュニティの拠点運営に取り組み、活動の場を学外
へと広げている点を高く評価する。世代間交流を通じて地域コミュニティの再構築に寄与
しており、地域に根差した実践として大きな成果を上げている。 


